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要約  

・ COVID-19 パンデミック時は、必要な心臓血管治療へのアクセスを

維持することを目的として、緊急でない心臓血管検査を延期するこ

とを検討すべきである。 

・ 延期すべき可能性がある検査には、入院・外来患者の機能評価

のための心肺運動負荷試験（Cardiopulmonary exercise testing：

CPX）が含まれる。 

・ その他、延期すべき項目として、心臓リハビリテーション（第一相： 

入院患者および第二相・三相： 外来患者) 、呼吸リハビリテーショ

ン（外来患者）、血管リハビリテーション（外来患者）も含まれる。 

最も注目するポイント 

理学療法にどのように役立つか？ 

・ COVID-19の蔓延状況や施設の内状によっては、各種検査のみな

らず、全ての相における心臓リハビリテーションの延期が推奨され

ている。 

・ CPXは、マスクを介した気道分泌物との接触、最大負荷による咳

嗽誘発によるエアロゾル発生のリスクを生じるため、延期を検討す

べきである。 


